
４．業績計画書（案） ・ 

（１）市街地ゆとり歩道割合 

 

□ 高齢者や障害者も使いやすく、安全安心して通行できるように、人口が集中して

いる地区内（ＤＩＤ地区）の歩道のバリアフリー化を重点的に進め、「市街地ゆと

り歩道割合」をＨ１５年度までに１．７ポイント増（Ｌ≒5km 増）とすることを

目標に事業を進めていきます。 

□ 既設歩道の段差解消を重点的に事業を進めます。 
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図４―１ 市街地ゆとり歩道割合の目標 

表４―１ 主なバリアフリー歩道整備対象事業 

対象路線名 事業名称 事業種別 
整備延長

(km) 

(主)小矢部福光線 
交通安全 

事業 

自歩道設置・

橋梁設置 
0.2 

(一)薮田下田子線 県単独事業 段差解消 0.3 

 

 

 

市街地ゆとり歩道割合の定義 

写真４－１ 

 バリアフリ
人口が集中している地区内（ＤＩＤ地区）にある歩道 

のうちバリアフリー化された歩道※延長の割合 
 
※：バリアフリー化された歩道 

① 歩道幅員                              ② 交差点部における車
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４．業績計画書（案） 

 

◆ ゆとりある歩道空間の創造（例） 
 
「公共空間の活用による市街地の活性化」実証実験 
富山駅北ブールバールへのオープンカフェ 
 

 

富山市は、今年８月３０日～１０月２６日までの約２ヶ月間、「富山駅北ブール

バール」に公共空間を利用したゆとりある歩行空間を創造して、出店形式のオープ

ンカフェを実施し、賑わいのある街づくりの可能性を探ります。 

 
～ 概 要 ～ 

 ■実証実験位置： 

  富山駅北ブールバール 

 ■実証実験期間： 

  平成１５年８月３０日～ 

            １０月２６日 

   （午前１０時～午後７時） 

 ■協力店 

オークスカナルパークホテル 

カフェド・クロワッサン 

※テイクアウト方式 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

調査結果及び今後の取り組みについて 

とりまとめ中です。 
 

図４―２ 「公共空間の活用による市街地の活性化」実証実験位置図 
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写真４―２ オープンカフェ出店前後の様子 
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４．業績計画書（案） ・ 

（２）安全に通学できる歩道割合 

 

□ 歩行者・自動車交通が多く、歩行者の安全確保が必要な重要通学路を重点的に整

備し、「安全に通学できる歩道割合」をＨ１５年度までに１．８ポイント増（Ｌ≒

５km増）とすることを目標に事業を進めていきます。 

□ 概ね１０年後に概成することを目標に事業を進めます。 
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図４―３ 安全に通学できる歩道割合の目標 
 

表４―２ 主な通学路指定区間の歩道設置対象事業

対象路線名 事業名称 事業種別 

国道 471 号 交通安全事業 交差点改良 

(主)新湊庄川線 道路改良事業 現道拡幅 

(主)朝日宇奈月線 道路改良事業 2 車バイパス 

 

 

 

 

重要通学路割合の定義 

通学路指定区間の中で特に重要な通学路※の 

うち歩道が設置済み延長の割合 

 

※：重要な通学路 

□ 通学路指定区間のうち、交通安全上の観点から特に歩道整

備が必要な区間として、以下の条件に該当する区間を抽出設

定しました。 

   ① 歩行者交通量：40人/12h 

② 自動車交通量：1000台/12h 

写真４－３ 

 安全で快適に通

以上、特定交通安全施設等整備事業補助採択基準に準拠 
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４．業績計画書（案）  

（３）道路交通における死傷事故率 

 

□ 富山高岡都市圏に集中する死傷事故と地方部の死亡事故の対策事業を重点的に

進め、富山県全体の死傷事故率をＨ１５年度には約０．４ポイント削減することを

目標とします。 

□ 事故の割合が多い安心歩行エリアや事故多発地点で重点的に進めます。 
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図４―４ 死傷事故率の目標値 

死傷事故率の定義 

自動車が１ｋｍあたり１億台走行したときに 

発生する可能性のある死傷事故件数 

国道１５６号：１０３．７件/億台ｷﾛ⇒１０２．９件/億台ｷﾛ 

０．７件/億台ｷﾛ減（約０．７％低減） 
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図４―５ 主要路線死傷事故率低減値（H15推計値） 
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４．業績計画書（案） 

◆ 富山県の主な事故対策事業（例） 

「事故危険箇所」対策事業および 

    「安心歩行エリア」、「くらしのみちゾーン」形成事業 
 

交通事故が多発する「事故危険箇所」の対策を進めるとともに、交通事故が多発

している、外周を幹線道路に囲まれた住居地区や中心市街地などにおいて、ゾーン

全体の交通安全の確保や生活環境の質の向上を図る「安心歩行エリア」や「くらし

のみちゾーン」形成事業を推進します。 
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図４―６「事故危険個所」及び「安心歩行エリア」「くらしのみちゾーン」位置図 

～事故対策の効果～ 

 

 

 

 

   

 平成８年を初年度として実施
してきた「事故多発地点緊急対策
事業」では、対策を実施しない場
合に比べて約３割（全国値）の事
故抑制効果が得られました。 
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４．業績計画書（案） 

「くらしのみちゾーン」、「安心歩行エリア」とは 

「くらしのみちゾーン」は、外周を幹線道路に囲まれている等のまとまりのある住

区や中心市街地の街区などにおいて、道路管理者と警察が連係して一般車両の地区内

への流入を制限して身近な道路を歩行者・自転車優先とし、併せて無電柱化や緑化等

の環境整備を行って、交通安全の確

保と生活環境の質の向上を図ろうと

する取り組みです。 

 また、「安心歩行エリア」は、緑化

等の環境整備は含みませんが、「くら

しのみちゾーン」と同様に、交通事

故が多発している住居系、商業系地

区を対象として面的に交通環境整備

を行う取り組みです。 
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４．業績計画書（案）  

（４）冬期走行しやすさ割合 

 

□ Ｈ１５年度までに、「冬期走行しやすさ割合」を全体で０．９ポイント増（Ｌ≒

２６km増）とすることを目標に堆雪拡幅事業を進めていきます。 

□ 緊急通行確保路線（災害時の緊急交通路の候補路線）を中心に整備を進めます。 

□ H15除雪計画では歩道除雪延長割合を51.7%（延長28km増）としています。 
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図４―７ 冬期走行しやすさ割合（直轄国道＋県管理道路）
 

表４―３ 主な堆雪幅確保対象事業 

対象路線名 事業名称 事業種別 

一般国道 156 号 井波堆雪余裕幅拡幅事業 堆雪幅確保 

一般国道 156 号 砺波除雪拡幅 現道拡幅 

一般国道 160 号 薮田自歩道 自歩道設置 

(主)砺波福光線 道路改築事業 現道拡幅 

(主)朝日宇奈月線 道路改築事業 2 車バイパス 

 
 
 

県道以上の道路のうち、積雪に対応した道路

（堆雪路肩確保、トンネル、洞門、スノーシ

ェッドなど構造物設置、消融雪施設設置）の

延長割合 

冬期走行しやすさ割合の定義 

 
※：冬期走行しやすい道路 

□直轄国道（一般国道8,41,156,160号） 

堆雪帯として利用できる路肩が整備された道路。 

□補助国道、主要地方導、一般県道 

    路肩幅員1.5m以上、構造物対応（トンネル、洞門、 

スノーシェッド）された道路及び消融雪施設が設置 

された道路。 

図４―８冬期走行しやす
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４．業績計画書（案） 

◆ 富山県の主な堆雪幅確保事業による整備効果（例） 

一般国道１５６号 

     砺波除雪拡幅・井波堆雪余裕幅拡幅事業 
 

拡幅により、冬期の円滑な交通及び歩行者の安全を確保します。 

 
 

H15部分供用

L=0.4km 

H15部分供用 

L=0.4km 

井波堆雪幅拡幅事業

砺波除雪拡幅事業
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（Ｌ＝約１０．９ｋｍ） （Ｌ＝約１１．５ｋｍ） 

 

 

 

 

 

図４―10 事業実施による冬期走行しやすさ割合の向上 

（一般国道１５６号全線） 
 

このような状況

を無くします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４―４ 冬期交通障害の状況 
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４．業績計画書（案） 

◆ 確実な道路ネットワーク確保の効果（例） 
 
血液輸送ルートの確保や救命救急活動の支援 
 

 

市町村間を結ぶ幹線道路や災害など緊急時にも確実に通行が確保される緊急確

保路線の整備により、富山市に１箇所しかない血液センターから県内の医療施設へ

の血液輸送ルートについて確実性や速達性などの充実が図られます。 

また、多量出血の場合、治療を受けるまでの経過時間が30分以内になることで

死亡率が半減するなど、救命救急活動の支援にも大きく寄与します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４―11 富山県内の血液輸送状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：カーラーの曲線 

写真４－５ 富山市内の救命救急センター    30 分以内の治療により、多量出血の 
死亡率が 50％になる。 
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４．業績計画書（案）  

（５）渋滞による損失時間 

 

□ 交通の集中する富山高岡広域都市圏及びその周辺地域の渋滞対策事業を行うこ

とにより、H15 年度で約４ポイントの渋滞損失時間を低減させることを目標に事

業を進めます。（富山県全体：現況 ⇒ H15年度 168万時間/年 約４％減） 

□ 富山高岡広域都市圏内の主要渋滞ポイントでの対策を重点的に行います。 
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図４―12 渋滞損失時間H!5目標値 

号：615万時間/年⇒510万時間/年で105万時間/年減（約17％低減） 
 富山高岡バイパス 

Ｈ１５までに約４ポイント低減 

（損失時間約168万時間/年低減）
一般国道８
 （万時間/年･km）
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図４―13 一般国道8号渋滞損失時間低減効果 

           表４―４ 主要事業における渋滞損失時間低減効果 
整備効果（H15 目標） 

渋滞損失 
低減時間 

渋滞損失
低減額 路線名 事業名称 

万時間/年 億円/年 

一般国道 8号 魚津滑川バイパス 74 24
能越自動車道 高岡砺波道路 35 12
主要地方道 小矢部伏木線 6 2
主要地方道 富山魚津線 5 1
主要地方道 富山小杉線 36 11

ない場合の所要時間

にかかる所要時間の

トータルの差 

よる損失時間の定義 
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下田交差点立体化 
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４．業績計画書（案） 

 

◆ 主な渋滞対策事業による整備効果（例） 

一般国道８号 魚津滑川バイパス 
 

バイパス整備により、周辺道路網の渋滞緩和が期待されます。 

 
 

 

H15暫定供用(2/4)  

 

 

 

 

 

 

 

 

図４―１４ 位 置 図 
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Ｈ１５までに渋滞損失時間を

約93％削減 

図４―15 渋滞損失低減効果      写真４―６ 渋滞状況写真 

 総合的な渋滞対策計画の策定について（例） 

富山高岡広域都市圏交通円滑化総合計画 

「都市圏交通円滑化総合計画」は、都市圏の交通円滑化を図るとともに、環境問

題等交通に起因するさなざまな課題を解決するために、従来からの交通容量拡大策

（道路の４車線化やバイパスの整備）に加え、交通需要マネージメント（パークア

ンドライドなど）及びマルチモーダル施策（交通結節点の整備）を組み合わせて総

合的な対策を推進する計画です。現在、富山高岡広域都市圏を対象として計画を策

定中です。 
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４．業績計画書（案）  

（６）規格の高い道路を使う割合 

 

□ 自動車専用道路の整備を進めることで、一般国道、県道などから交通を転換して

「規格の高い道路を使う割合」を高め、交通渋滞や交通事故の減少を図ります。 

□ また、既存社会資本の有効活用を図るため、高速道路を対象とした料金割引の社

会実験を実施し、一般国道や県道などから高速道路への交通転換の可能性を検証し

ます。 

□ 自動車専用道路のネットワーク化を図ることとします。 
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動車走行台キロ 

 

 

 

          図４―16 規格の高い道路を使う割合の目標 

◆ 富山県における自動車専用道路の整備（例） 

能越自動車道（一般国道470号七尾氷見・氷見高岡・高岡砺波道路） 

 

能越自動車道の整備により、一般国道８号・１６０号の交通渋滞緩和や、交通事故 

の減少が期待されます。 
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図４―1
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156
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7 地域高規格道路 能越自動車道位置図 
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４．業績計画書（案） 

◆ 富山県における高速自動車国道料金割引社会実験（例） 

北陸自動車道  滑川 IC～朝日 IC間 料金割引社会実験 
 

規格が高く、安全性に優れる北陸自動車道への交通転換により、一般国道８号の

交通渋滞緩和と交通事故削減が期待されます。 

 
実験期間：平成 15 年 11 月 4 日(火)～24 日(月)

料金割引率：約 50% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４―18 北陸自動車道料金割引実験概要図 
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●北陸道（滑川～朝日間）の利用交通量は、昨年度１１月平均に対して２．２倍が継続。 
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４．業績計画書（案）  

（７）緊急輸送路線代替路確保率 

 

□ 富山県の第１次緊急通行確保路線には、７箇所の通行規制区間が存在します。 

このうち、一般国道8号と156号の通行規制区間は、それぞれ北陸自動車道と

東海北陸自動車道が第 1 次緊急通行確保路線の代替路として機能しており、現状

の「緊急輸送路代替確保率」は 57％（４／７）であり、平成 19 年度には 71%

（５／７）を目標とします。 

□ 通行規制区間が存在していながら代替路がない一般国道１６０号と４１号は、能

越自動車道（一般国道１６０号と並行）と猪谷楡原道路（一般国道４１号と並行）

の整備により各路線が代替路として機能し、将来的に「緊急輸送路代替路確保率」

を１００％とすることを目標とします。 

 
 

 

 

緊急時にも確保すべき道路で、通行規制がある箇所うち、他に代替路として 

機能する道路がある箇所の割合 

緊急輸送路線代替路確保率 
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図４―19 第１次緊急通行路線図及び高規格道路事業区間 
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参考－１ バス情報対策路線数 

 

□ とやまバスｉで情報を提供するバス路線を増やすことにより、路線バスを利用し

やすい環境を整え、バスの利用増加を支援します。 

□ 路線バスの運行上の妨げとなっている箇所を改善し、路線バスの運行状況を改善

するため、バス事業者に対してアンケートを実施中です。 

□ パークアンドライドの推進やノーマイカーデーなどソフト施策を進め、公共交通

利用を促進します。 

□ みちづくりからの公共交通の支援についてより適切に表せる指標がないか、今後

も検討していきます。 

 

◆ バス情報の提供（例） 
 

 

 

 

 とや

況を携

きます

 現在

エリア

り、平

で下図

情報提

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図

と や ま バ ス ｉ 
まバスｉでは、バスの運行状

帯電話から確認することがで

。 

、富山エリアで２方向、高岡

で５方向の情報を提供してお

成１５年度末には富山エリア

のとおり９方向の運行状況の

供を拡大する予定です。 写真４―7 とやまバスｉのポスター及び 

情報提供画面 

 ⑨ 

⑧ 

⑥ 

⑦ 

③ 

④ 

⑤ 

② 

① 

【拡大エリア】 

富山駅前より、 

①高岡・小杉・短期大方面 

②医薬大・朝日方面 

③山田・空港・八尾方面 

④笹津・猪谷方面 

⑤福沢・国際大・辰尾団地方面 

⑥藤の木・五百石・流杉方面 

⑦針原・荏原・水橋・滑川方面 

⑧下赤江・東高校方面 

⑨浜黒崎方面 

４―20 バス情報提供バス路線図（富山エリア） 
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参考－２ 県民との直接交流人数 

 

□ 各種懇談会やアンケート等、県民から直接意見を聞く機会を多く設け、県民の

方々とともにみちづくりを進めていきます。 

□ また、道路愛護ボランティアなどを通して、県民の方々にみちに対して愛着や興

味を持っていただけるように努めます。 

□ みちづくりへの県民参加の状況をより適切に表せる指標がないか、今後も検討し

ていきます。 
 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富

母

 

県民の皆さん

ＰＩ方式 等 
・ｱﾝｹｰﾄ・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
・フレッシュアップ事業 

・道の駅 提案箱 等 

ボランティア 
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ

・道路愛護ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

 等 

みちづくりへの要望・提案

みんなに愛されるとやまのみちづくり

行    政

各種懇談会 
・出前県庁 

・ 母親ﾓﾆﾀｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

・地域懇談会 等 

図４―21 県民参画型のみちづくりのイメージ

 

 

◆ 富山県における住民参画型のみちづくり（例）
 
「あんしん歩行エリア」の交通事故防止対策の策定

 

歩行者、自転車の安全な通行のため緊急に対策が必要とされる

リア」の交通事故防止対策の立案にあたっては、警察、道路管理

段階から地元住民に加わってもらい、綿密に協働を図りながら進

ます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

写真４―８ 住民も参画しての計画や現地調査 
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山河川国道事務所 
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